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大学主催展覧会　高嶺 格の「てさぐる」展
展覧会開催とプレトークイベントのご案内

展覧会情報 プレトークイベント
「藝術ってなんだすべ？」国民文化祭応援事業
出演｜高嶺格（現代美術家・演出家／秋田公立美術大学准教授）
　　　光島貴之（美術家・鍼灸師）
　　　石倉敏明：聞き手（人類学者／秋田公立美術大学講師）
内容｜「てさぐる」展の説明と出演者によるトーク
日時｜2014年 10月 17日（金）18:30～ （18:00 より受付開始）
会場｜レストラン プラッツ 2階（秋田市大町 1-2-40）
備考｜一般の参加費 500円（ワンドリンク分）、定員 30名（要予約）
申込｜秋田公立美術大学事務局 TEL: 018-888-8478 （平日 8:30-17:00）

「てさぐる」展　第一回秋田公立美術大学主催展覧会
会期｜2014年 11月 23日（日）～12月 7日（日）
休館日｜なし　開館時間｜10:00～18:00
　（本展覧会の鑑賞は、ガイドによるツアー形式のみに限定しています。
　  チラシ等でツアーの開始時間をご確認の上、ご来館ください）
会場｜秋田県立美術館 県民ギャラリー（秋田市中通 1丁目 4-2）
主催｜秋田公立美術大学、秋田県教育委員会
助成｜公益財団法人 花王芸術・科学財団
観覧料｜無料

たかみね ただす



＜取材・掲載のお問い合わせ＞
てさぐる展実行委員会　担当：慶野

〒010-1632 秋田県秋田市新屋大川町 12-3
TEL: 090-9817-3874

FAX: 018-888-8109　MAIL: keino@akibi.ac.jp

「見えない人のガイドでめぐる展覧会」

一瞬「おや？」と思いますが、書き違いではありません。
ここでは「見える」者が「見えない」者に導かれて作品を鑑賞する、
普通の展覧会にはない仕掛けがなされています。　
千葉盲学校の子どもたちが、美術家・西村陽平のもと制作した立体作品。
この展覧会では、その力強い作品群と美術家・高嶺格の共演により、視覚芸術の新たな地平を切り開きます。
秋田公立美術大学の教員でもある高嶺は、「私」からはじまる問題に対し、
身体感覚をベースにしながら現代社会へアプローチし続けてきました。
刻一刻と変化する世界に対して、一旦これまでの感覚をリセットし、新たな感覚世界を「てさぐる」こと。
いままで「普通」だと思っていた感覚に「ゆらぎ」が起こること。そんな旅にくり出してみませんか？

๐

展覧会概要

みどころ

1.　高嶺格、伝説の展覧会をさらにパワーアップしてお届け
世界的に活躍する現代美術家・演出家の高嶺格（1968-）が、2008年にせんだいメディアテークで行った
展覧会「［大きな休息］明日のためのガーデニング 1095㎡」から 6年。
今回は同展で発表した「大きな停止」の秋田バージョンとして、視覚障がい者によるツアー形式の展示を
西村陽平指導による千葉盲学校生徒作品（愛知県陶磁美術館蔵）とのコラボレーションにより、
さらにパワーアップしてお届けします。本形式の作品は、これまで何度も他所で構想されてきましたが、
諸般の事情により実現することがありませんでした。念願叶って秋田での開催となります。

2.　大学として初の試みとなる独自の企画展覧会
秋田公立美術大学は、2013年 4月に開学しました。本学は社会貢献活動の一環として、
先進的な芸術表現を広く発信していくことをミッションの一つとしています。
企画・運営などに係るすべてを教員および大学スタッフ有志で担う、初の大学主催展覧会にご期待ください。

★ プレトークイベント「藝術ってなんだすべ？」では、本展ディレクションを務める高嶺格、本学教員で
　 文化人類学の石倉敏明、ゲストにとして日常の生活世界の輪郭を触覚によって表現する美術家・光島貴之氏を迎え、　 
　 真正面から「藝術とはなにか」という問いに挑みます。当日は、本展覧会についても詳しくご紹介する予定です。

ワークショップ 「あなたの感じている世界を手ざわりカードで表現してみよう」
　10月18日（土）14:00-16:30　講師｜光島貴之（美術家・鍼灸師）　
　対象｜視覚に障害のある方、ない方（中学生以上）20名 ※要予約　参加費｜無料　
　 会場｜秋田公立美術大学 社会貢献センター「アトリエももさだ」（秋田市新屋大川町 12-3）

　 申込｜秋田公立美術大学　担当：安藤　MAIL: ikuko_ando@akibi.ac.jp　

★ 会期中の11月29日（土）に西村陽平氏（美術家）による

　 講演会を予定しています。詳細は、追ってプレスリリースなどで

　 ご案内させていただきます。告知・取材のご協力、よろしくお願いいたします。

関連イベント


